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施
政
方
針

「
元
気
で
活
気
あ
る
白
石
市
」
を
目
指
し
て

　

２
月
12
日
、
第
３
８
５
回
白
石
市
議
会
定
例
会
で
、
風
間
康
静
市
長
が
施
政
方
針
演

説
を
行
い
、
平
成
22
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

内
容
か
ら
取
り
組
み
を
抜
粋
し
ま
す
。 

問
総
務
課　

☎
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２―
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４
年
目
と
な
る
「
４
万
人
都
市
復
活
大
作
戦
」。
本
年
度
も
今

ま
で
通
り
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
定
住
化
の
促
進
、
雇
用
の

確
保
、
観
光
振
興
、
地
域
医
療
の
確
立
、
行
政
改
革
の
推
進
を

重
点
項
目
と
し
て
、
着
実
に
実
行
し
ま
す
。

■
企
業
誘
致
が
最
重
要
課
題

　

現
在
、
深
谷
地
区
に
平
成
23
年
３

月
の
完
成
に
向
け
て
工
業
団
地
の
造

成
工
事
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

雇
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
企
業
誘

致
を
、
本
年
度
の
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、昨
年
４
月
に
創
設
し
た

企
業
立
地
推
進
室
を
企
業
立
地
推
進

課
に
格
上
げ
し
、企
業
誘
致
推
進
お
よ

び
既
存
企
業
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
白
石
市
企
業
立
地
促
進

条
例
を
改
正
し
、
新
た
な
企
業
が
立

地
し
た
際
の
固
定
資
産
の
10
％
、
最

高
３
億
円
を
限
度
と
し
て
交
付
す
る

「
企
業
立
地
投
資
奨
励
金
」
を
創
設

す
る
な
ど
、
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

優
遇
制
度
と
し
ま
す
。
企
業
の
投
資

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
本
市
の
企
業
立
地
環
境
の
積

極
的
な
ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
、
製
造

関
連
企
業
な
ど
の
誘
致
促
進
に
向
け

て
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

■
し
あ
わ
せ
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
ま
ち

●
出
産
支
援

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
応
援
事
業
（
妊
婦

健
康
診
査
助
成
事
業
）
は
、
昨
年
度

に
助
成
回
数
を
14
回
に
拡
充
し
ま
し

た
。
本
年
度
か
ら
は
双
子
や
三
つ
子

な
ど
の
多
胎
妊
娠
の
場
合
、
さ
ら
に

７
回
分
追
加
し
て
費
用
負
担
軽
減
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
で
き
ず
に
体
外

受
精
な
ど
の
不
妊
治
療
を
受
け
る
方

へ
の
経
済
的
支
援
と
し
て
、
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

●
保
育
の
充
実

　

保
育
園
に
お
け
る
延
長
保
育
を
継

続
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
事
業
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通

う
多
子
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
な
ど
の

子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業

　

世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
地
域

の
高
齢
者
な
ど
幅
広
い
世
代
の
方
と

児
童
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
越
河
、
斎
川
、
大
平
、
福

岡
の
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援

　
「
健
康
で
活い

き
活い

き
と
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
自
己
実
現
で
き
る
高

齢
者
が
輝
く
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と

し
た
「
第
４
期
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
環
境
の
整
備
や
介
護
予
防
を
主

と
し
た
自
立
へ
の
支
援
と
権
利
擁
護

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
期
に
な
っ
て
も
自
己
実
現
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
の
郷さ
と

構
想
に

よ
る
「
ほ
っ
と
き
ゃ
っ
す
る
パ
ス
」

サ
ー
ビ
ス
や
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
り
ま
す
。

　

増
加
す
る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
し
て
、

自
立
し
た
生
活
を
で
き
る
だ
け
継
続

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
い

ま
す
。

●
介
護
予
防

　

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
生

活
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
の
把
握

に
努
め
、
介
護
予
防
教
室
を
開
く
な

ど
し
て
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
っ
て
、
認
知

症
の
問
題
も
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
家
族
だ
け
で
な
く
地
域
で
支
え

る
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
へ
の
認
知
症
の
正
し

い
知
識
の
啓
発
な
ど
、
地
域
ケ
ア
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
利
用
者

の
増
加
に
よ
り
、
適
切
な
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
と
施
設
の
整
備
の
た
め
、

介
護
事
業
所
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

●
市
民
バ
ス「
き
ゃ
っ
す
る
く
ん
」

　

本
年
４
月
か
ら
運
賃
を
改
定
し
、

１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
と
な
り
ま

す
が
、
中
学
生
以
下
と
高
校
生
、
高

齢
者
と
障
害
者
に
は
、
減
免
に
よ
り

負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に

利
用
し
や
す
い
運
行
に
努
め
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
事
業

　

現
在
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
３
月
に
策
定
し

て
い
る
「
白
石
市
障
害
福
祉
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
害
者
が
自
立
し
た
自

分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
体
制
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

●
教
育
の
充
実

　

学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
、小
原
小
・

中
学
校
の
体
力
向
上
モ
デ
ル
事
業

（
ア
ク
ア
プ
ラ
ン
）、
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
小
中
学
校
へ
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
（
出
前
）
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
を
積
極
的
に
開
催
し
、
児
童
・
生

徒
の
音
楽
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
創

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
、
家
族
団

ら
ん
に
つ
な
が
る
機
会
を
持
つ
日
と

し
て
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
白
石

市
家
庭
の
日
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
市
民
に
広
く
啓け
い

蒙も
う

し
、
定
着
を
図

り
ま
す
。

■
ろ
ま
ん
た
だ
よ
う
城
下
町

●
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り

　

歴
史
的
、
文
化
的
に
魅
力
の
あ
る

白
石
城
や
武
家
屋
敷
、
城
下
町
回
遊

ル
ー
ト
や
城
下
広
場
、
す
ま
ｉい

る
ひ

ろ
ば
な
ど
を
活
用
し
、
城
下
町
白
石

へ
の
誘
客
を
図
る
と
と
も
に
、
中
心

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
、
定
期
的
な
企
画
展
示
会
の
開

催
や
、
武
家
屋
敷
で
は
端
午
の
節
句

や
七
草
の
会
な
ど
の
伝
統
行
事
の
再

現
を
行
い
ま
す
。
白
石
の
歴
史
、
文

化
の
紹
介
を
通
じ
て
、
市
民
に
は
ふ

る
さ
と
の
誇
り
を
、
ま
た
、
白
石
を

訪
れ
た
方
々
に
は
、
白
石
の
歴
史
的

魅
力
を
感
じ
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

●
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
支
援
事

業
（
や
る
気
応
援
事
業
）
を
引
き
続

き
実
施
し
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
小
規
模
な
団
体
に
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
団
体
を

「
や
る
気
隊
名
簿
」
に
登
録
し
て
、

各
種
市
民
活
動
へ
の
協
力
と
育
成
に

努
め
る
ほ
か
、
市
民
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
輪
を
広
め
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
区
公
民
館
の
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
地
域
振
興
会
な
ど

が
、
地
区
民
を
対
象
に
実
施
す
る
生

涯
学
習
事
業
に
は
「
き
ら
め
き
推
進

事
業
補
助
金
」
を
交
付
し
て
支
援
し

ま
す
。

●
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

　

社
会
教
育
施
設
で
あ
る
中
央
公
民

館
や
碧
水
園
、
図
書
館
な
ど
で
は
、

主
催
す
る
各
種
講
座
の
充
実
を
図

り
、
市
民
の
生
涯
学
習
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
は
、
高
い

音
響
効
果
を
持
つ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
や
ア
リ
ー
ナ
の
機
能
を
活
か
し

て
、
世
界
で
活
躍
す
る
音
楽
家
た
ち

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
、

剣
道
、
空
手
道
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
活
動
を
支
援
し
、
青
少
年
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
健
全
育
成
を
図
り

ま
す
。

　　造成が着々と進む深谷地区の工業団地（平成 22年３月３日撮影）造成が着々と進む深谷地区の工業団地（平成 22年３月３日撮影）　　白石夏まつりでにぎわう「すま白石夏まつりでにぎわう「すまｉｉ
いい

るひろば」るひろば」

　　碧水園舞台開きでの「子ども能楽教室」の発表碧水園舞台開きでの「子ども能楽教室」の発表


